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受
託
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

全
法
連
主
催﹁
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂

開
催
地
に
関
す
る
件

審
議
の
内
容

平
成
三
十
年
度
開
催
地
を
山
梨
県
と

し
、
山
梨
県
連
及
び
同
女
性
部
会
連
絡

協
議
会
が
開
催
担
当
県
連
︵
主
管
︶
と

な
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
原
支
部
総
会
及
び

税
務
研
修
会

朝
晩
の
冷
え
込
み
に
秋
の
気
配
を
感
じ

る
昨
今
で
す
。

九
月
二
十
六
日
㈮
、
上
野
原
支
部
に
於

い
て
総
会
と
研
修
会
を
開
催
。
十
八
名
の

ご
出
席
を
頂
き
総
会
は
次
第
に
沿
っ
て
進

行
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

二
十
六
年
度
の
重
点
活
動
は
会
員
加
入

勧
奨
活
動
で
あ
り
、
目
標
数
値
達
成
の
た

め
に
参
加
者
全
員
で
努
力
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
は
大

月
税
務
署
矢
井
田
統
括
官
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
て
、
齊
藤
上
席
官
を
講
師
に
解
り

や
す
い
税
務
研
修
会
を
開
催
し
、
真
剣
に

聴
講
し
た
後
に
は
出
席
者
よ
り
税
制
改
正

内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
上
席
官
よ
り
納

得
の
い
く
説
明
を
頂
き
研
修
会
は
終
了
。

部
屋
を
変
え
て
懇
親
会
の
席
を
設
け
て
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

景
気
の
波
は
な
か
な
か
我
々
の
と
こ
ろ

ま
で
押
し
寄
せ
て
き
ま
せ
ん
が
、
地
方
創

生
国
会
も
ス
タ
ー
ト
し
て
景
気
回
復
の
実

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
日
が
来
る
と

信
じ
頑
張
り
た
く
考
え
ま
す
。
出
席
さ
れ

た
皆
様
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
野
原
支
部
長
 
山
口
 
照
義

都
留
支
部
税
務
研
修
会
・

合
同
役
員
会

十
月
三
日
㈮
午
後
五
時
、
割
烹
ふ
る
や

に
於
い
て
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
と
の

合
同
に
よ
る
支
部
税
務
研
修
会
及
び
支
部

合
同
役
員
会
を
開
催
。
総
勢
二
十
九
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

関
係
民
間
団
体
長
会

意
見
交
換
会

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
長
会

と
意
見
交
換
会
が
七
月
二
十
五
日
㈮
、
午

後
四
時
、
五
時
よ
り
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で

は
関
係
民
間
団
体
役
員
等
総
勢
百
二
名
が

出
席
し
、柏
原
秀
充
大
月
税
務
署
長
以
下
、

署
幹
部
職
員
の
ご
紹
介
や
署
と
の
意
見
交

換
並
び
に
団
体
役
員
相
互
の
親
睦
・
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

県
連
理
事
会
・

臨
時
総
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
一
日
㈭
、
甲
府

法
人
会
館
に
於
い
て
理
事
会
、
九
月
二
十

二
日
㈪
、
ア
ピ
オ
甲
府
に
於
い
て
臨
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

山
梨
県
か
ら
の
受
託
事
業
﹁
や
ま
な
し

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
﹂
の
業
務
受

託
に
関
す
る
件
 

事
業
の
概
要

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
を
会
員

登
録
し
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
検
索
に
よ

り
、
条
件
・
希
望
に
あ
っ
た
会
員
同
士

の
お
見
合
い
を
仲
介
す
る
。

審
議
の
内
容

人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
未

婚
者
の
婚
活
支
援
に
協
力
す
る
こ
と
は
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
事

業
と
し
て
、
県
連
事
業
の
目
的
に
合
致

し
て
い
る
。法
人
会
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
。
当
該
事
業
受
託
に
つ
い

て
第
二
回
定
時
総
会
で
承
認
済
み
。
県
 

の
要
請
に
応
え
る
等
を
理
由
に
業
務
を
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大
月
税
務
署
よ
り
矢
井
田
直
輝
統
括
官

と
齊
藤
一
朗
上
席
官
、
ま
た
大
同
生
命
保

険
㈱
よ
り
平
田
勝
己
課
長
、
渡
辺
寿
浩
、

前
川
ま
ゆ
み
、
伴
野
さ
と
み
福
利
厚
生
制

度
推
進
担
当
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

税
務
研
修
会

大
月
税
務
署
齊
藤
上
席
官
が
講
師
と
な

り
、
次
の
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。

一
、
法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
の
概
要

二
、
相
続
税
及
び
贈
与
税
の
税
制
改
正
の

あ
ら
ま
し

合
同
役
員
会

一
、
二
十
五
年
度
支
部
会
計
報
告

二
、
支
部
会
員
状
況
及
び
支
部
会
員
増
強

三
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た

め
の
取
組
み
 
 

四
、
青
年
部
会
及
び
女
性
部
会
の
報
告

五
、
大
同
生
命
保
険
㈱
か
ら
の
案
内

六
、
そ
の
他

懇
親
会

税
務
研
修
会
及
び
合
同
役
員
会
終
了
後

に
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
大
月
税
務
署
統

括
官
・
上
席
官
と
の
意
見
交
換
並
び
に
会

員
相
互
の
情
報
交
換
や
一
層
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

都
留
支
部
事
務
局
 
小
笠
原
能
久

第
三
十
一
回
法
人
会

全
国
大
会

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日
㈭
栃
木
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
全
国
よ
り

二
千
名
が
参
加
。
山
梨
県
三
十
二
名
︵
当

会
十
二
名
︶
参
加
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

﹁
観
て
・
味
わ
い
・
癒
さ
れ
て
﹂
深
い
歴

史
と
文
化
を
伝
え
る
栃
木
で
開
催
。
全
て

の
法
人
会
が
新
し
い
公
益
法
人
等
へ
の
移

行
が
完
了
後
の
大
変
意
義
深
い
全
国
大
会

で
し
た
。

第
一
部
記
念
講
演
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

報
道
局
解
説
・
専
門
記
者
室
長
の
杉
尾
秀

哉
氏
に
よ
り
、﹁
日
本
の
行
方
～
政
治
と

経
済
の
現
状
分
析
と
展
望
﹂
と
題
し
て
講

演
。
日
本
の
人
口
は
年
間
八
十
万
人
が
減

少
し
老
人
の
国
へ
と
突
き
進
ん
で
い
る
。

こ
の
老
人
国
家
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。﹁
Ａ
ｇ
ｉ
ｌ
ｅ
﹂
こ
れ
ま
で
も

日
本
は
環
境
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
で
き

た
。
日
本
人
は
課
題
解
決
力
に
優
れ
、
高

い
技
術
力
、
企
業
の
強
さ
が
あ
る
。
故
に

こ
の
大
転
換
期
を
乗
り
切
る
強
さ
を
持
っ

て
い
る
。
自
信
を
も
っ
て
新
し
い
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
だ
。
さ
あ
皆
さ
ん
の
出

番
で
す
と
結
ん
だ
。

第
二
部
式
典
で
は
、
林
国
税
庁
長
官
、

福
田
栃
木
県
知
事
、
佐
藤
宇
都
宮
市
長
外

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
会
員

増
強
、
研
修
参
加
率
向
上
、
福
利
厚
生
制

度
推
進
等
の
表
彰
と
税
制
改
正
提
言
及
び

青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
報
告

が
あ
り
、
最
後
に
全
国
の
会
員
企
業
の
創

意
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正

提
言
の
実
現
を
強
く
求
め
る
大
会
宣
言
が

為
さ
れ
た
。
 
 
 
 

二
十
七
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン

●
ま
だ
道
半
ば
。
国
・
地
方
と
も
聖
域
な

き
行
財
政
改
革
の
推
進
を
！

●
厳
し
い
経
営
実
態
を
踏
ま
え
、
中
小
企

業
の
活
性
化
を
図
る
税
制
を
！

●
法
人
の
実
効
税
率
を
二
十
％
台
に
引
き

下
げ
、
軽
減
税
率
も
十
五
％
の
本
則
化

と
す
る
見
直
し
を
！

●
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
確
立
し
、地

域
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
に
配
慮
を
！

大
会
当
日
の
夜
は
、
鬼
怒
川
の
渓
谷
沿

い
に
立
ち
並
ぶ
温
泉
で
癒
さ
れ
て
、
翌
日

は
日
光
杉
並
木
を
散
策
、
世
界
遺
産
の
大

自
然
に
抱
か
れ
た
歴
史
と
自
然
の
宝
庫

﹁
二
社
一
寺
﹂
を
参
拝
し
、
深
い
歴
史
と

文
化
を
伝
え
る
数
々
の
文
物
を
観
て
修
学

旅
行
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
美

し
い
紅
葉
の
始
ま
っ
た
大
岸
壁
を
背
に
九

十
七
ｍ
の
高
さ
か
ら
滝
壺
へ
と
落
下
す
る

豪
壮
な
﹁
華
厳
の
滝
﹂
等
、
緑
な
す
山
々

と
平
地
、
栃
木
の
名
所
・
旧
跡
を
満
喫
し

た
楽
し
い
大
会
で
し
た
。

次
回
は
平
成
二
十
七
年
十
月
八
日
㈭
徳

島
大
会
で
す
。

女
性
部
会
長
 
小
林
 
余
し
緒

正
副
会
長
会
・
理
事
会

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日
㈫
午
前

十
時
・
十
一
時
よ
り
二
十
六
年
度
第
二
回

正
副
会
長
会
・
理
事
会
を
大
月
法
人
会
館

に
於
い
て
開
催
し
、
次
の
議
事
に
つ
い
て

協
議
及
び
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
 
事

一
、
平
成
二
十
六
年
度
上
期
活
動
報
告
及
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び
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
職

務
執
行
状
況
報
告
の
件

二
、
平
成
二
十
六
年
度
上
期
会
計
報
告
の
件

三
、
平
成
二
十
七
年
新
春
講
演
会
・
賀
詞

交
歓
会
開
催
の
件

四
、
今
後
の
主
要
事
業
の
件

五
、
関
係
民
間
団
体
長
会
会
長
感
謝
状
受

彰
者
の
推
薦
の
件

六
、
第
三
十
一
回
法
人
会
全
国
大
会
栃
木

大
会
参
加
報
告
の
件

七
、
県
連
臨
時
総
会
の
件

八
、
そ
の
他

①
会
費
未
納
先
へ
の
対
応
に
つ
い
て

②
法
人
会
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
つ
い
て

④
法
人
会
館
軒
天
修
繕
に
つ
い
て

⑤
河
口
湖
東
西
支
部
研
修
会
・
時
別
講

演
会
へ
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

青
年
部
会
と
署
の

意
見
交
換
会

八
月
八
日
㈮
、
大
月
税
務
署
三
階
会
議

室
に
於
い
て
、
大
月
税
務
署
長
柏
原
秀
充

様
、
総
務
課
長
吉
澤
勝
美
様
、
法
人
課
税

第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
矢
井
田
直
輝

様
を
は
じ
め
各
部
門
幹
部
皆
様
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
青
年
部
会
役
員
会
並
び
に
税
務

署
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
佐
野
昇
一
青
年
部
会
長
、
柏
原
税
務

署
長
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
青
年
部
会

役
員
の
自
己
紹
介
、
税
務
署
幹
部
職
員
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
続
い
て
青
年
部
会
新
役

員
に
対
し
柏
原
税
務
署
長
よ
り
名
刺
交
付

が
行
わ
れ
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。

議
事
の
中
で
は
、小
佐
野
部
会
長
よ
り
、

﹁
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
﹂﹁
少
年
野

球
大
会
﹂﹁
子
ど
も
対
象
の
社
会
見
学
会
﹂

な
ど
、
税
の
啓
蒙
活
動
と
社
会
貢
献
を
目

的
と
し
た
今
後
の
事
業
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
﹁
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
﹂

へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
、
大

変
有
意
義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
会
富
士
吉
田
支
部
長

小
池
 
久
司

第
二
回
環
富
士
山
交
流
会

九
月
六
日
㈯
、
第
二
回
目
と
な
る
環
富

士
山
交
流
会
を
富
士
河
口
湖
町
に
て
開
催
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
﹁
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
﹂

に
集
合
し
、ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
後
に
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

岳
南
法
人
会
よ
り
二
十
六
名
、
三
島
田

方
法
人
会
よ
り
十
六
名
、
沼
津
法
人
会
よ

り
十
七
名
、当
大
月
法
人
会
よ
り
十
五
名
、

合
計
七
十
四
名
と
な
り
、
大
勢
の
各
法
人

会
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
各
法
人
会
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元

の
食
材
・
特
産
品
等
を
持
ち
寄
り
、
お
互

い
紹
介
し
合
う
な
ど
盛
大
に
交
流
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
大
月
法
人
会
が
、
ホ
ス
ト
役
で

し
た
が
、
次
回
は
三
島
田
方
法
人
会
が
ホ

ス
ト
と
し
て
、
来
年
二
月
頃
に
開
催
の
予

定
で
す
。

青
年
部
会
河
口
湖
支
部
幹
事

渡
邉
 
良
孝

高
校
生
に
よ
る

﹃
税
に
関
す
る
標
語
﹄

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
青
年
部
会

で
は
毎
年
十
一
月
に
全
国
ベ
ー
ス
で
実
施

さ
れ
て
い
る
﹁
税
を
考
え
る
週
間
﹂
に
合

わ
せ
て
地
元
高
校
生
を
対
象
に
、
青
少
年

の
税
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
、
併
せ
て

地
方
行
政
及
び
広
く
国
家
財
政
に
も
関
心

を
持
っ
て
頂
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
毎
年

税
に
関
す
る
標
語
募
集
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

本
事
業
は
青
年
部
会
各
支
部
持
ち
回
り

で
実
施
し
て
お
り
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て

三
十
回
目
と
な
る
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
対
象
と
な
る

高
校
は
、
山
梨
県
立
富
士
北
稜
高
校
と
山

青
年
部
会
だ
よ
り
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梨
県
立
富
士
河
口
湖
高
校
の
二
校
で
す
。

応
募
頂
い
た
標
語
の
総
数
は
千
五
百
を
超

え
る
も
の
で
し
た
が
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
作
品
群
か

ら
今
回
担
当
と
な
り
ま
し
た
河
口
湖
・
忍

野
・
山
中
湖
支
部
の
青
年
部
会
員
に
よ
る

第
一
次
選
考
会
を
通
過
し
た
作
品
百
点
を

十
月
六
日
に
行
わ
れ
た
最
終
選
考
会
に
提

出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
柏
原
大

月
税
務
署
長
を
は
じ
め
古
屋
富
士
河
口
湖

町
副
町
長
、
村
松
東
京
税
理
士
会
大
月
支

部
長
ま
た
細
谷
大
月
法
人
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
法
人
会
役
員
の
方
々
に
も
ご
出
席

頂
き
厳
正
な
る
選
考
の
結
果
、
三
十
一
点

の
優
秀
作
品
を
選
考
し
て
頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
は
十
一
月
十
日
に
富
士
河

口
湖
町
中
央
公
民
館
に
於
い
て
多
く
の
ご

来
賓
を
お
招
き
し
、
盛
大
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

結
び
に
今
回
の
作
品
募
集
に
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
及
び

先
生
方
、
並
び
に
当
該
事
業
に
準
備
の
段

階
か
ら
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
大
月
税
務

署
、
青
年
部
会
各
支
部
、
女
性
部
会
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
三
十
年
の
永
き
に
わ
た
り
継
続
的

に
標
語
募
集
事
業
を
実
施
し
て
き
た
大
月

法
人
会
青
年
部
会
の
先
輩
方
に
も
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

青
年
部
会
河
口
湖
支
部
長

松
浦
 
潤
一

納
税
で
 
築
く
未
来
に
 
笑
顔
咲
く

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
三
年
一
組

前
田
 
 
颯

税
金
を
 
有
効
活
用
 
良
い
福
祉

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
六
組

神
 
 
友
哉

税
金
は
 
明
る
い
未
来
 
つ
く
る
種

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
五
組

渡
邉
早
由
里

税
金
が
 
生
き
る
未
来
を
 
支
え
て
る

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
七
組
山
口
 
和
真

税
金
が
 
日
本
の
福
祉
 
支
え
て
る

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
一
組
天
野
 
莉
果

税
金
で
 
支
え
て
い
こ
う
 
こ
の
社
会

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
一
組
菊
池
 
南
海

税
金
で
 
支
え
る
社
会
 
拓
く
未
来

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
一
組
太
田
 
拳
人

税
金
で
 
日
本
の
未
来
 
支
え
よ
う

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
三
組
田
中
 
 
悠

第30回　高校生の税に関する標語受賞作品
大
月
税
務
署
長
賞

や
っ
て
み
よ
う
 
時
短
簡
単
 
ｅ‑

Ｔ
ａ
ｘ

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
三
組

滝
口
 
純
生

富
士
河
口
湖
町
長
賞

税
金
が
 
広
げ
て
く
れ
る
 
未
来
絵
図

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
六
組

小
俣
 
優
紀

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
長
賞

納
税
は
 
立
派
な
大
人
の
 
第
一
歩

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
四
組
宮
下
 
佳
歩

大
月
法
人
会
長
賞

私
で
も
 
払
え
る
税
金
 
消
費
税

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
四
組
三
浦
 
玲
菜

青
年
部
会
長
賞

税
金
を
 
納
め
て
変
え
る
 
明
日
の
未
来

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
二
組
小
林
 
紗
季

金
 
賞

理
解
し
よ
う
 
税
に
関
す
る
 
基
礎
知
識

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
一
年
三
組

常
磐
 
奈
々

簡
単
に
 
確
定
申
告
 
ｅ‑
Ｔ
ａ
ｘ

富
士
北
稜
高
等
学
校
三
年
三
組
安
留
 
玲
奈

銀
 
賞

税
金
は
 
国
を
動
か
す
 
原
動
力

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
三
年
七
組

壁
谷
 
 
陸

人
と
し
て
 
正
し
い
申
告
 
義
務
な
ん
で
す

富
士
北
稜
高
等
学
校
三
年
四
組
古
屋
 
翔
子

銅
 
賞

つ
く
ろ
う
よ
 
輝
く
未
来
 
税
金
で

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
一
組

橋
戸
 
亜
子

税
金
が
 
未
来
を
拓
く
 
鍵
に
な
る

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
四
組
渡
辺
 
悠
馬

佳
 
作

税
金
で
 
変
え
る
社
会
 
見
え
る
希
望

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
三
年
五
組

櫻
井
 
ち
か

税
金
が
 
あ
な
た
の
未
来
 
支
え
て
る

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
二
組

後
藤
 
純
奈

税
と
人
 
支
え
合
っ
て
 
平
和
の
輪

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
六
組

天
野
 
 
渚

若
者
は
 
も
っ
と
知
る
べ
き
 
税
の
こ
と

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
三
年
四
組

安
留
 
由
華

税
金
を
 
正
し
く
使
い
 
築
く
社
会

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
三
年
六
組

勝
俣
 
佳
祐

住
み
や
す
い
 
日
本
を
つ
く
ろ
う
 
税
金
で

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
三
組
宮
下
 
遥
華

税
金
は
 
み
ん
な
の
未
来
 
変
え
る
も
の

富
士
北
稜
高
等
学
校
一
年
七
組
渡
辺
 
 
玲

税
金
は
 
自
分
が
出
来
る
 
人
助
け

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
一
組
和
光
 
美
穂

税
金
で
 
未
来
の
日
本
を
 
育
て
よ
う

富
士
北
稜
高
等
学
校
三
年
五
組
諏
訪
田
侑
征

税
金
は
 
明
る
い
未
来
の
 
サ
ポ
ー
タ
ー

富
士
北
稜
高
等
学
校
二
年
三
組
白
須
麻
都
香

入
 
選

消
費
税
 
私
た
ち
も
 
納
税
者

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
二
年
六
組

前
田
 
亜
弓

ｅ‑

Ｔ
ａ
ｘ

ネ
ッ
ト
で
申
告
 
納
税
も

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
三
年
五
組

舟
久
保
孝
樹
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女
性
部
会
役
員
会
・

税
務
研
修
会

九
月
二
十
六
日
㈮
、
大
月
法
人
会
館
に

於
い
て
開
催
。
大
月
税
務
署
よ
り
法
人
課

税
第
一
部
門
矢
井
田
直
輝
統
括
国
税
調
査

官
、
齊
藤
一
朗
審
理
上
席
国
税
調
査
官
を

ご
来
賓
と
し
て
総
勢
二
十
八
名
が
出
席
。

役
員
会
に
先
立
ち
矢
井
田
統
括
官
を
講
師

に
税
務
研
修
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
講

師
の
矢
井
田
統
括
官
は
前
任
部
署
が
国
税

局
酒
税
課
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、﹁
酒
税

の
概
要
と
社
会
的
要
請
へ
の
対
応
に
つ
い

て
﹂
と
題
し
て
、
酒
税
の
仕
組
み
や
お
酒

に
関
す
る
国
税
庁
の
取
組
み
に
つ
い
て
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
﹁
お
酒
の
ラ
ベ

ル
表
示
﹂、
未
成
年
者
の
飲
酒
問
題
や

﹁
適
正
な
飲
酒
﹂
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
密
着
し
た
内
容
で
大
変
役
に
立
ち
ま

し
た
。

役
員
会
で
は
、
小
林
部
会
長
の
挨
拶
に

続
い
て
議
事
に
移
り
、
す
べ
て
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
部
会
員
の
皆
様
に
は
今
後

と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

役
員
会
議
題

一
、
上
期
事
業
報
告

二
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
選
考
会

三
、
第
九
回
慰
問
活
動

四
、
年
末
特
別
研
修
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

五
、
平
成
二
十
七
年
賀
詞
交
歓
会

六
、
県
連
賀
詞
交
歓
会

七
、
日
帰
り
研
修
会

八
、
そ
の
他

①
 
河
口
湖
東
西
支
部
税
務
研
修
会
・

特
別
講
演
会
へ
の
参
加
協
力

②
 
平
成
三
十
年
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
山
梨
県
開
催
予
定

女
性
部
会
上
野
原
支
部
長

田
村
 
夏
子

第
九
回
女
性
部
会

慰
問
活
動

十
月
二
日
㈭
私
達
、
大
月
法
人
会
女
性

部
会
河
口
湖
支
部
が
担
当
と
な
り
、
山
梨

赤
十
字
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

﹁
あ
か
ま
つ
﹂
療
養
型
﹁
や
ま
ゆ
り
﹂
入

所
者
を
訪
れ
ま
し
た
。
富
士
の
樹
林
の
中

環
境
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
施
設
で
し

た
。
又
、
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
、
や

さ
し
く
、
明
る
く
、
入
所
者
に
接
す
る
姿

が
、
印
象
的
で
し
た
。
と
も
す
る
と
老
人

第
十
四
回
少
年
野
球
大
会
・

親
子
租
税
教
室
の
開
催

去
る
十
月
十
九
日
㈰
、
道
志
村
民
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
、
第
十
四
回
少
年
野
球
大

会
と
親
子
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
道
志
村
村
議
会
議
長
の

山
口
博
康
様
、
教
育
長
の
佐
藤
光
男
様
、

南
都
留
野
球
協
会
会
長
の
高
村
昌
也
様
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
当
青
年
部
会
よ
り
小

佐
野
昇
一
部
会
長
が
主
催
者
代
表
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
大
月
税
務
署
よ
り
、

矢
井
田
直
樹
統
括
様
、
齊
藤
一
朗
上
席
様

に
も
、
早
朝
よ
り
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
は
、少
年
野
球
大
会
と
合
わ
せ
、

親
子
租
税
教
育
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
開

会
式
終
了
後
に
大
月
税
務
署
の
齊
藤
上
席

様
よ
り
児
童
向
け
に
わ
か
り
易
く
税
の
使

わ
れ
方
や
税
の
種
類
、
仕
組
み
な
ど
の
講

話
を
頂
き
そ
の
後
、
青
年
部
会
各
支
部
の

協
力
の
元
、
親
子
一
緒
に
な
っ
て
の
税
金

○
×
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
楽
し
み
な
が
ら

児
童
や
保
護
者
の
皆
様
方
に
税
に
対
す
る

知
識
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

野
球
大
会
に
つ
い
て
は
、
元
気
ハ
ツ
ラ

ツ
な
プ
レ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
挨
拶
と
礼
儀
正
し
さ
が
し
っ

か
り
と
で
き
て
い
る
こ
と
に
、
毎
回
の
こ

と
な
が
ら
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
 
勝
 
忍
野
 
 
準
優
勝
 
山
中
湖

三
 
位
 
道
志
 
 
四
 
位
 
西
 
桂
 

五
 
位
 
山
中
湖
東
 

終
わ
り
に
、
本
大
会
が
沢
山
の
皆
様
の

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
、
開
催
報
告
と
致

し
ま
す
。

青
年
部
会
忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

三
浦
 
 
信

女
性
部
会
だ
よ
り
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介
護
は
﹁
う
ん
ぬ
ん
﹂
と
も
言
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
入
所
者
の
方
々
の
笑
顔
を
見
る

と
そ
の
様
な
事
は
、
み
じ
ん
も
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
達
は
、
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
歌
声
と

手
遊
び
で
﹁
楽
し
い
音
楽
会
﹂
と
し
て
慰

問
致
し
ま
し
た
が
、
後
日
談
と
し
て
、
コ

ー
ラ
ス
部
の
美
し
い
歌
声
と
衣
装
に
、
入

所
者
の
方
々
が
目
を
輝
か
せ
て
い
た
そ
う

で
す
。
日
常
と
は
違
う
雰
囲
気
を
味
わ
う

事
で
、
元
気
に
な
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

又
会
場
の
皆
様
と
合
唱
し
た
折
に
は
、
懐

か
し
い
日
々
を
思
い
涙
な
が
ら
歌
う
姿
に
、

又
手
遊
び
に
於
い
て
は
、
動
か
な
い
手
足

を
一
生
懸
命
に
動
か
そ
う
と
す
る
姿
に
感

動
致
し
ま
し
た
。い
ず
れ
私
達
も
辿
る
道
、

元
気
で
過
ご
せ
る
事
に
感
謝
し
、
大
月
法

人
会
女
性
部
の
一
員
と
し
て
、
一
人
の
人

間
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
奉
仕
活
動
を

続
け
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
度
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

山
梨
赤
十
字
病
院
皆
様
方
、
女
性
部
会
各

支
部
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
河
口
湖
副
支
部
長
 

外
川
 
正
知
恵

小
学
生
に
よ
る﹁
税
金
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
﹂最
終
選
考
会

第
十
六
回
小
学
生
に
よ
る
﹁
税
金
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
﹂
最
終
選
考
会
が
十
月
六
日

㈪
、
台
風
十
八
号
が
通
過
す
る
の
を
見
届

け
て
の
一
時
間
遅
れ
で
開
催
さ
れ
、
応
募

作
品
六
十
一
点
の
中
か
ら
、
二
十
九
点
の

優
秀
作
品
を
選
出
し
、
大
月
税
務
署
長
賞

を
始
め
と
す
る
他
の
賞
を
付
け
て
い
き
ま

し
た
。
ど
れ
も
甲
乙
つ
け
難
い
作
品
ば
か

り
で
、
選
考
に
大
変
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
先
日
あ
っ
た
出
来
事
で
す

が
、
義
母
が
突
然
体
調
を
悪
く
し
た
め
救

急
車
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
、
病
院
へ
向
か

う
途
中
、
救
急
隊
員
と
の
受
け
応
え
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
救
急
車

で
の
搬
送
は
必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
、
タ

ク
シ
ー
へ
の
乗
り
換
え
を
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
付
き
添
っ
た
家
族
は
、
歩
く
こ
と
が

や
っ
と
で
、
ま
も
な
く
九
十
八
歳
を
迎
え

る
年
寄
り
に
対
す
る
隊
員
の
言
動
に
驚

き
、
大
き
な
憤
り
を
感
じ
る
と
同
時
に
、

法
人
会
の
名
の
下
に
活
動
し
て
い
る
私
は

非
常
に
虚
し
い
感
情
を
覚
え
ま
し
た
。
地

方
創
生
・
町
・
人
・
仕
事
、
四
人
に
一
人

の
高
齢
者
の
時
代
、
社
会
に
合
っ
た
福
祉

で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
に
描
い
て
頂
い
た
作

品
に
は
公
共
施
設
な
ど
、
そ
れ
を
担
う
人

た
ち
が
笑
顔
で
描
か
れ
て
い
て
、
正
に
心

を
繋
ぎ
社
会
を
繋
ぐ
愛
の
ポ
ス
タ
ー
で
し

た
が
、﹁
絵
に
描
い
た
餅
﹂
に
な
ら
な
い

よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。
先
日
女
性
部

会
に
よ
る
山
梨
赤
十
字
病
院
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
慰
問
の
時
に
頂
い
た
御
名
刺
に

は
小
さ
く
﹁
人
間
を
救
う
の
は
人
間
だ
﹂

と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
小
立
小
学
校

児
童
に
よ
る
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

の
よ
う
に
、
納
め
る
側
も
使
う
側
も
自
然

と
微
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。
入
選
作
品
は
富
士
河
口

湖
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル
に

展
示
後
大
月
税
務
署
へ
展
示
い
た
し
ま

す
。﹁
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
に
ご
協

力
・
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
河
口
湖
支
部
長

外
川
 
桂
子

女
性
部
会
都
留
支
部

一
日
研
修
会

十
八
号
台
風
一
過
の
十
月
七
日
は
秋
晴

れ
に
な
り
、
女
性
部
会
都
留
支
部
は
一
日

研
修
と
し
て
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

富
士
吉
田
工
場
の
見
学
会
と
税
務
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。︵
十
一
名
参
加
︶

日
頃
何
気
な
く
食
卓
に
出
し
て
い
る
料

理
で
す
が
、
食
の
安
全
を
知
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
有

意
義
な
見
学
会
で
し
た
。見
学
会
の
後
は
、

税
務
署
齊
藤
上
席
官
に
事
前
に
作
成
し
て

頂
い
た
税
務
研
修
の
問
題
を
皆
で
答
え
合

わ
せ
を
し
な
が
ら
税
務
に
つ
い
て
勉
強
を

行
い
、
そ
の
後
は
富
士
桜
山
荘
に
て
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
都
留
支
部
長
 
藤
江
 
一
枝
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広
報
委
員
会

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日
㈮
 
十
四
名

大
月
法
人
会
館

広
報
封
入
作
業

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
㈮

七
名

大
月
法
人
会
館

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
八
日
㈭
 
三
十
六
名

大
月
税
務
署

新
署
長
挨
拶

平
成
二
十
六
年
七
月
十
七
日
㈭
 
十
名

大
月
税
務
署

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
九
月
十
九
日
㈮
 
十
二
名

大
月
法
人
会
館

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
一
日
㈭
 
十
二
名

大
月
税
務
署

い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
法
連
女
性
部
会
が
活
動
の
中
心
と
な

り
、
三
年
前
か
ら
全
国
各
地
で
節
電
を
啓

発
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
﹁
い
ち
ご
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

大
月
法
人
会
女
性
部
会
で
は
、
今
回
、

大
月
支
部
と
都
留
支
部
が
担
当
と
な
り
、

八
月
二
日
、﹁
大
月
市
か
が
り
火
祭
り
﹂

会
場
に
て
、
八
月
十
一
日
、﹁
都
留
市
ふ

る
さ
と
納
涼
祭
﹂
会
場
に
て
来
場
者
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
地
域
の
皆
さ
ん
に
節

電
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
前
の
由
来

﹁
い
ち
ご
﹂
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
一
昨

昨
年
夏
の
節
電
目
標
﹁
十
五
％
﹂
に
由
来

し
て
い
ま
す
。
い
ち
ご
は
﹁
毎
年
実
を
つ

け
る
多
年
草
﹂
で
あ
り
﹁
全
国
各
地
で
広

く
栽
培
﹂
さ
れ
ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、

毎
年
女
性
部
会
が
全
国
的
に
継
続
し
て
取

り
組
む
社
会
貢
献
活
動
に
重
ね
ま
し
た
。

女
性
部
会
大
月
支
部
長
 
内
藤
 
定
子

女
性
部
会
都
留
支
部
長
 
藤
江
 
一
枝
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着
任
の

御
挨
拶

大
月
税
務
署
長柏

原
　
秀
充

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
大
月
税
務
署

長
を
拝
命
し
、
立
川
税
務
署
特
別
国
税
徴

収
官
か
ら
参
り
ま
し
た
柏
原
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
山
梨
県
内
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
す
が
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

富
士
山
を
間
近
に
望
み
な
が
ら
日
々
仕
事

が
で
き
る
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

前
任
の
山
岸
署
長
同
様
の
御
懇
情
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

細
谷
会
長
は
じ
め
大
月
法
人
会
会
員
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
法
人
会
活
動
を
通

じ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま

し
て
、
深
い
御
理
解
と
多
大
な
る
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、﹁
税
知
識

の
普
及
、
納
税
道
義
の
高
揚
﹂
を
目
的
と

し
た
説
明
会
・
研
修
会
の
開
催
や
税
制
改

正
要
望
、
ま
た
、
講
演
会
の
開
催
や
施
設

慰
問
な
ど
の
﹁
社
会
貢
献
活
動
﹂
の
各
種

の
事
業
を
活
発
な
展
開
し
、
地
域
社
会
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

租
税
教
育
推
進
の
分
野
に
﹁
小
学
生
に

よ
る
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
﹂、﹁
高
校
生

に
よ
る
税
の
標
語
募
集
﹂
及
び
小
学
生
を

対
象
と
し
た
﹁
租
税
教
室
﹂
を
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
特
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
次
の
世

代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
﹁
税
金
﹂
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
作
り
と
な
る

意
義
深
い
活
動
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
、
細
谷
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

の
日
頃
の
御
尽
力
の
賜
物
と
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
消
費

税
率
の
引
上
げ
、
国
税
不
服
申
立
制
度
の

改
正
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入

な
ど
、
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、﹁
適
正
・
公
平

な
課
税
・
徴
収
の
実
現
﹂
と
い
う
、
私
ど

も
に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
着
実
に
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
質
の
高
い
税
務

行
政
の
執
行
と
納
税
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

国
民
の
信
頼
に
応
え
る
税
務
行
政
の
実

現
は
、
私
ど
も
だ
け
で
は
到
底
な
し
え
る

も
の
で
は
な
く
、
貴
会
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
団
体
の
皆
様
の
御
協
力
が
不
可
欠
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

参
り
ま
し
た
信
頼
・
協
調
関
係
を
大
切
に

し
、
引
き
続
き
、
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

﹁
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
推
進
協
議
会
﹂
を
中
心
に

積
極
的
な
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
推
し
進

め
、
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
電

子
申
告
の
利
用
割
合
は
東
京
国
税
局
管
内

で
大
月
税
務
署
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
電
子
納
税
に
関

し
ま
し
て
は
、
そ
の
利
用
割
合
は
低
調
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
源
泉
所
得
税
に
つ

い
て
、
徴
収
高
計
算
書
の
提
出
は
電
子
申

請
で
、
納
税
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
で
と
、

一
連
の
手
続
き
に
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
既
に
御
利
用
の
会

員
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
他
の
会
員
様

や
お
知
り
合
い
に
一
声
お
か
け
い
だ
だ
き

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人

大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
方
並
び
に
御
家
族
の
御
健
勝
、
事
業

の
御
繁
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
私
の
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

税 制 改 正 速 報
平成26年10月17日に所得税法施行令の一部を改正する政令が公布され、通勤

のため自動車などの交通用具を使用している給与所得者に支給する通勤手当の非
課税限度額が引き上げられました。
この改正は、平成26年10月20日に施行され、平成26年4月1日以降に支払れ

るべき通勤手当（同日前に支払われるべき通勤手当の差額として追加支給するも
のを除きます。）について適用されます。

※詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.jp）でご確認ください。
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※小菅村・丹波山村については11月25日（火）13時30分から16時まで、奥多摩町福祉会館１階（青梅税務署主催）の説明会にも参加できます。

大月税務署からのお知らせ
～税務署での面接相談は事前予約をお願いします～

平成26年分　年末調整等説明会を開催します

◎  国税に関する一般的な御相談は国税局電話相談センターを御利用ください。

大
月
税
務
署
に
電
話
す
る

自
動
音
声
に
従
っ
て
番
号
を
選
択

選
択

選
択

〔
０
５
５
４（
２
２
）３
１
５
１
〕

①　所得税（給与・事業・年金など）    
②　源泉徴収（年末調整・税額表の適用区分など）  
③　相続税・贈与税・譲渡所得（不動産・株の売買など）  
④　法人税（減価償却の方法・役員に対する給与など）  
⑤　消費税（課税の対象・仕入控除など）   
⑥　その他の税・相談先が御不明な場合   

国税に関する
一般的な御相談

国税局電話
相談センター〔 〕

1

2
◎　税務署からの照会、お尋ねに関するお問い合わせ  
◎　担当職員（部門）への御用の方    
◎　面接相談の事前予約     

税 務 署

源泉所得税の納付にe-Tax・
ダイレクト納付を活用してね☆

　本年も、下記の日程で年末調整等説明会を開催いたします。       
　都合により対象地域の説明会に出席できない方は、他の地域       
の説明会を受講してください。ただし、会場で配布する給与支払
報告書につきましては、対象地区の市町村の用紙となりますの
で、直接各市町村にご請求いただくことになります。       

月 日（曜日）

11月  5日（水）

11月  7日（金）

11月11日（火）

11月19日（水）

※11月25日（火）

会     場     名

所     在     地

都留市文化ホール（うぐいすホール）小ホール

都留市上谷1888‑1

上野原市文化ホール（もみじホール）2階会議室 2

上野原市上野原3832

富士五湖文化センター（ふじさんホール）大ホール

富士吉田市緑ヶ丘二丁目５－２３

大月市民会館 ４階 視聴覚室

大月市御太刀二丁目１１－２２

開催予定時間 用紙配布

（各会場とも） 説明時間

奥多摩町福祉会館 １階

西多摩郡奥多摩町氷川１９９‑ロ

対  象  地  区

都留市・西桂町・道志村

上野原市

※小菅村・丹波山村

富士吉田市・富士河口湖町・忍野村・

鳴沢村・山中湖村

大月市

13時～13時30分

13時30分～16時



『ダイレクト納付』を是非ご利用ください

ダイレクト納付
利用開始のための手続

e-Taxホームページから
e-Taxの開始届出書をオンラインで提出

利用者識別番号を取得
（即時に発行されます）

e-Taxのメッセージボックスに
「ダイレクト納付登録完了通知」が届きます

ダイレクト納付による
電子納税を利用できます

ダイレクト納付利用届出書を書面で提出

e-Taxに関する情報はe-Taxホームページへ www.e-tax.nta.go.jp
e-Taxの操作に関するお問い合わせはe-Tax・作成コーナーヘルプデスクへ　TEL 0570-01-5901
税に関する情報は国税庁ホームページへ www.nta.go.jp

(11)

ｅ－Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ

● ダイレクト納付とは
ダイレクト納付とは、事前に税務署に届出をしておけば、e‑Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して

電子申告等をした後に、届出をした預貯金口座からの振替により、即時又は指定した期日に納付することがで
きる電子納税の納付手段です。

● ダイレクト納付のメリット
ダイレクト納付は、税務署や金融機関に出向くことなく、自宅やオフィスなどから納付が可能なほか、その

他の電子納税にはない次のようなメリットがあります。
① インターネットバンキングの契約が不要
② 期日を指定して納付することが可能
③ 税理士が納税者に代わって納付手続を行うことが可能

● 対象となる税目
電子申告等が可能な税目（源泉所得税及び復興特別所

得税、法人税、消費税及び地方消費税、申告所得税及び
復興特別所得税、贈与税、酒税、印紙税など）が対象と
なります。
※特に利用回数の多い手続に便利です（源泉所得税の
毎月納付手続等）。
※e‑Tax納付情報登録をすれば、上記にかかわらず全
ての税目でダイレクト納付が利用できます。
納付情報登録の方法は、e‑Taxホームページ
（www.e‑tax.nta.go.jp）でご確認ください。

● ダイレクト納付の利用のために
① e‑Taxの利用開始手続が必要となるほか、ダイレクト
納付利用届出書を所轄税務署に書面で提出する必要が
あります。

② ダイレクト納付が利用可能な金融機関については、国
税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「利用可能金
融機関一覧」でご確認ください。

③ ダイレクト納付利用届出書を提出してから利用可能と
なるまで、１か月程度かかります。

④ ダイレクト納付を行う際には、預貯金口座の残高にご注意ください。
※ 納付日の指定を行った場合は、指定した日の前日に預貯金口座の残高をご確認ください。

● スマートフォン等での利用を開始いたしました
e‑Taxの一部の手続等について、スマートフォン等でのご利用を開始いたしました。スマートフォン等専用の

e‑Taxホームページにアクセスし、「e‑Taxソフト（SP版）」へのログインにより、ダイレクト納付をご利用いた
だけます。
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山梨県からのお知らせ
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山梨県からのお知らせ
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●脂溶性ビタミン（ビタミンA・D・E・K）
脂溶性ビタミンは油に溶けて吸収されやすくな

るため、野菜などは油で炒めたり、揚げ物にする
と効果的。空腹時よりも食後にとったほうが吸収
もよくなります。とり貯めが効きますが、大量に
とると過剰症になりますので、必要以上にとらな
いように気を付けましょう。

ビタミンA
皮膚・粘膜を正常に保つ、視覚機能を保つ
緑黄色野菜、乳製品、レバー、卵など
目の乾きが気になる人、パソコンをよく使う人

ビタミンD
カルシウムとリンの吸収を助け、骨や歯の成長を助ける
魚類（イワシ、カツオ、マグロ）、乳製品、卵など
発育盛りの子ども、妊婦・授乳婦、骨や歯の弱い人

ビタミンE
手足の血行をよくする、ホルモン分泌を助ける
血管壁を丈夫に保つ。
穀物、緑黄色野菜、海草類、豆類など
肩こり・冷え性・月経不順の人、老年期の人

ビタミンK
血液の凝固を助ける、カルシウムの代謝に役立つ
緑色野菜、納豆、卵黄など
骨や歯の弱い人、血液が固まりにくい人

●水溶性ビタミン（ビタミンB群、Cなど）
加熱調理すると失われやすいので、蒸したり

レンジ加熱するなど、短時間で調理するとよいで
しょう。大量にとっても水に溶けてしまうため尿
と一緒に体外に流されてしまい、とり貯めがきき
ません。そのため、一日数回に分けて、毎日必要
量をとることが大切です。

ビタミンB1
神経の機能を正常に保つ
糖質をエネルギーに変えるときに役立つ
豚肉、穀類、野菜、豆など
疲れやすい人、
肩こり・腰痛・目が疲れやすい人、糖分を多くとる人

ビタミンB2
脂肪の代謝に役立つ、皮膚・粘膜の発育に役立つ
肉、レバー、魚類、乳製品、緑黄色野菜など
肌荒れ・口内炎が気になる人、
疲れやすい・目が充血しやすい、脂肪分を多く取る人

ビタミンB6
タンパク質と糖質の代謝に役立つ
神経伝達物質の合成に役立つ
肉類、魚類、野菜、果物など
肌荒れが気になる人、口内炎が出来やすい人

ビタミンB12
血液をつくる働きに役立つ、末梢神経の傷をなおす
動物性食品（肉類、魚介類、卵・乳製品）
貧血気味、肩こり・腰痛・神経痛、目が疲れやすい人

賢くとって風邪知らず

ビタミンの種類
私たちが生きていくために必要としているビ

タミンは、現在13種類あります。これらのビ
タミンは、大きく水溶性・脂溶性の二つに分け
られます。
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食材

効果大

効能

食材

効果大

効能

食材

効果大

効能

食材

効果大

葉 酸
血液をつくる働きに役立つ、核酸の生成を助ける
細胞を増やす機能に係わる
緑黄色野菜(特に葉もの野菜)、海藻類、果物など
貧血気味の人、妊娠初期の人

ナイアシン
エネルギー産生を高める、アルコールの分解に役立つ
肉・レバー類、豆類、魚介類など
お酒をよく飲む人

ビオチン
脂肪酸やアミノ酸の代謝に役立つ
皮膚の組織を正常にする
肉・レバー類、魚類、豆類、卵黄、野菜など
肌荒れが気になる人

パントテン酸
脂肪の代謝に役立つ、コレステロールを適性に保つ
乳製品、レバー、卵、胚芽、豆類など
ストレスの多い人

ビタミンC
メラニン色素ができるのを抑える、コラーゲンをつくる
ときに役立つ、毛細血管を強くする
柑橘類、トマト、芋類、緑黄色野菜など
タバコをよく吸う人、ストレスの多い人
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効果大

効能
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効果大

効能
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効果大

効能
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効果大

効能
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効果大

効能
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効果大

効能

食材

効果大

効能
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効果大

効能
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効果大
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第30回高校生の税に関する標語
優 秀 作 品

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

公益社団法人 大月法人会　青年部会
やってみよう　時短簡単　e-Tax
 富士河口湖高等学校 2年 滝口　純生

税金が　広げてくれる　未来絵図
 富士河口湖高等学校 2年 小俣　優紀

納税は　立派な大人の　第一歩
 富士北稜高等学校 　2年 宮下　佳歩

私でも　払える税金　消費税
 富士北稜高等学校 　2年 三浦　玲菜

税金を　納めて変える　明日の未来
 富士北稜高等学校　 2 年 小林　紗季

理解しよう　税に関する　基礎知識
 富士河口湖高等学校 1年 常磐　奈々

簡単に　確定申告　e-Tax
 富士北稜高等学校　 3 年 安留　玲奈

税金は　国を動かす　原動力
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校 3年 壁谷　　陸

人として　正しい申告　義務なんです
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　 3 年 古屋　翔子

つくろうよ　輝く未来　税金で
　　　　　　　　　富士河口湖高等学校 2 年 橋戸　亜子

税金が　未来を拓く　鍵になる
　　　　　　　　　富士北稜高等学校　 2 年 渡辺　悠馬

金  賞

金  賞

銀  賞

銀  賞

銅  賞

銅  賞

大月税務
署長賞
大月税務
署長賞

富士河口湖
町長賞
富士河口湖
町長賞

大月法人
会長賞
大月法人
会長賞

青年
部会長賞
青年
部会長賞

東京地方
税理士会
大月支部長賞

東京地方
税理士会
大月支部長賞


